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学位論文名 線状高分子量ポリウレタンの合成に関する研究
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論文内容の要旨

本論文は，塊状およびジメチルホルムアミド (DMF) 中での線状高分子量ポリウレタンの合成に関する反応解析

と副生物に関する研究，および，ポリプロピレン中での線状高分子量ポリウレタンの合成に関する研究をまとめたも

のである。

第 1 章緒言では，本研究の背景，目的，およびその内容についての概略を述べている。

第 2 章では，慣祥効率の異なる反応装置で， DMF中での線状高分子量ポリウレタンの合成反応を行い，重合速度に

対する反応成分濃度と援祥方式の影響について検討している。

第 3 章では，塊状でのポリウレタン合成の反応解析を行い，到達分子量に対する反応温度の影響を明らかにすると

ともに，到達分子量ウレタン結合の生成と分解の反応速度定数から考察している O

第 4 章では，ポリウレタン合成における副生物であるアロファナート結合の微量定量法を確立している。

第 5 章では，ポリウレタン合成条件とアロファナー卜結合含量の関係を検討するとともに，アロファナート結合含

量の溶液粘度安定性への影響を明らかにしている。

第 6 章では，アロファナー卜結合の生成を抑制する方法を検討し，副反応抑制剤の使用や反応温度の制御によって

アロファナー卜結合含量の抑制が達成出来ることを明らかにしているO

第 7 章では， 無水マレイン酸変性したポリプロピレン (PP) 系オリゴマーを分散剤とする溶融 PP 中でのポリウ

レタン合成によって， PP マトリックス中にポリウレタン粒子を均一微分散させる方法を見出している。

第 8 章総括では，本研究で得られた成果をまとめている O

論文審査の結果の要旨

線状高分子量ポリウレタンはポリウレタン関連材料，特に合成皮革の基本素材として工業的に重要な基質となっ

ている O しかるに，その合成反応については不明な点が多く，生産の効率化や品質の向上という点で，化学的に解決

しなければならない基本的な問題点が多く残されている。

本論文は，塊状およびジメチルホルムアミド中での線状高分子量ポリウレタンの合成に関する反応解析，およびポ
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リプロピレン中での線状高分子量ポリウレタンの合成に関する研究をまとめたもので，その成果を要約するとつぎの

とおりである。

(1) 溶液中でのポリウレタン合成反応では，反応基質濃度が大きいほど分子量の増加割合が小さくなり，また反応系

の粘度が高いほど速度定数小さく，その程度は撹祥効率に依存することを明らかにしているO

(2) 反応温度か高いほど反応初期の分子量の増加割合が大きくなるが，到達分子量は小さくなることを見出すととも

に，到達分子量が反応速度定数からの計算値とほぼ一致することを明らかにしている O

(3) ポリウレタン生成反応で副生するアロファナート結合の 0.001mmol.g- 1 までの微量分析法を確立している O

(4) イソシアナート基と水酸基の当量比が 1 より大きくなるほどアロファナート結合含量が多くなり，重要な品質

である溶液粘度安定性が悪くなることを明らかにしている。

(5) アロファナート結合生成の抑制は，溶液反応では燐酸を副反応抑制剤として 60ppm 添加することにより，また，

塊状反応では反応温度を 200
0

C 以上にあげることにより達成できることを明らかにしているO

(6) ポリプロピレン (PP) 中でのポリウレタン合成では，無水マレイン酸変性 PP 系オリゴマー (MPP) を分散剤

として用いた場合，分散剤の分子量が小さいほうが良好な分散状態と大きな衝撃強度が得られ，また， MPP をエ

タノールアミンでイミド化した化合物を分散剤として用いた場合には分散剤の分子量が大きいほうが良好な分散

状態と大きな衝撃強度が得られることを明らかにしているO

以上のように，本論文は線状高分子量ポリウレタン合成反応の本質を明らかにしたもので，高機能性高分子材料の

新規な合成法を確立しているO 本研究で見出された新しい知見は，工業化学および高分子化学分野の発展に寄与する

ところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める O
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